
 

 

 
 

 

   
 

 

 

 

  

 

「さくらの子応援隊」による「学習サポート」 

校 長  場 家  誠  

今年度も、5 月 30 日から毎週火曜日、各教室において、緑のベストを着た「さくらの子応

援隊」の皆さんによる「学習サポート」をしていただいています。主に算数の学習を見てもら

う「学習サポート」は昨年度、３年ぶりに復活することができましたので、2 年生以上は経験

済です。担任が学習を進めているときに、応援隊の皆さんが個 

別に声をかけて解き方のヒントを伝えたり、○をつけたりして  

くれたりするなど、手厚く見てもらえる時間です。応援隊の皆  

さんには、火曜日の朝、地域交流室に集まっていただき、担当  

するクラスを決めてから各教室に入ってもらっています。  

「学習サポート」は算数だけではなく、生活科のまち探検や社会科の見学など、地域に出て

活動するときの引率サポートや、図工や家庭科など人手がいるときの活動サポートもお願いし

ています。こうしたサポートは、地域・学校コーディネーターという役割の方がいらして、学

校の担当者と連絡を取り、地域の人材をコーディネートしてくれることで実現しています。 

この「さくらの子応援隊（地域学校協働活動本部）」は、「学校運営協議会」と一体となって、

本校の子どもたちや職員を応援してくれる組織です。自分の時間を人のために使ってくださる

応援団が、こんなにたくさんいらっしゃるのはとてもありがたいことです。「さくらの子」も

そうした方々の背中を見て、自分の時間を誰かのために使える人になってくれることを願って

いますし、そんな人になれるよう、教職員一同力を合わせて指導してまいります。 

引き続き、皆様のご理解ご協力をいただきますようお願いいたします。 

令和５年６月29日 

学校だより ７・８月号 
横浜市立瀬谷さくら小学校 

校長 場家 誠 
 

 

学校教育目標  「自分大すき 友だち大すき このまち大すき さくらの子」 
（知）困難なことにもあきらめずに挑戦する子に育てます。 
（徳）物事の善悪をきちんと判断し、辛抱と我慢のできる子に育てます。 
（体）自分や人の命を大切にする子に育てます。 
（公）小さなことでも、社会に役立つための行動ができる子に育てます。 
（開）様々な人とのコミュニケーションを通じて、社会への視野を広げる子に育てます。 

 

 

 


